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株式会社 鈴木住研 
TEL 042-424-1449 FAX 042-424-1446 

E-mail info@suzukijyuuken.com 
ホームページ http://www.suzukijyuuken.com/ 

電話・FAX・メールにてお気軽に資料請求してください(^-^) 「スネークフロア」 

FAX の場合はお名前とご住所ご記入の上、このまま FAX してください。  お名前 ☛ 

                           ご住所 ☛ 

 

そもそもクリスマスって何？ 

12 月 25 日にイエス・キリストの降誕を祝うキリスト教の年中行事です。 

ところが、不思議とヨーロッパに限らず、世界の多くの国で休日扱い（ただし、あれだけクリスマス好きの 

日本は平日）。その起源は不明だそうです。しかし、4世紀ぐらいからキリスト教徒の間でクリスマスを 

祝っていたそうです。 

ちなみに、キリストが実際にいつ誕生したかは不明。 

また、一説によるとキリスト教伝来以前にゲルマン人、ケルト人が盛大に祝っていた冬至の祭が起源で、これと結びついたんじゃない

か、とも言われています。また、ヒイラギ、ヤドリギ、ユール(ゲルマンの祭り)の丸太、祝い酒の大杯などを用いる異教徒の慣習を、

習合していったそうです。 

ヒイラギについて少し紹介しておきますと、ローマで農作物のお祭りの時に、家をヒイラギで飾ったことが起源。 

また、ヒイラギの（葉）の緑色、実の赤色は 12 月の色で、このためにクリスマスプレゼントは緑と赤のリボンで包むのが推奨されて

います。ちなみに、クリスマスリースを玄関にかけるのは、悪魔よけだとか。 

聖ニコラウスと言うのは何？ 

サンタ・クロースの起源です。 

聖ニコラウスが、オランダ訛りの英語になって「サンタクロース」となりました。 

「サン・ニコラース」→「サンクト・クラウス」→「サンタクロース」というわけ。 

オランダ訛りなのは、オランダ人達がアメリカに持ち込んだからです。 

まずは、聖ニコラウスという人物の解説から始めましょう。 

彼は、西暦 270 年に生まれた人物。ローマ帝国の小アジア、ミュラの司教を務めた人物です。 

シリアというのは、シリアやトルコなどの地域の総称です。 

そして、彼は敬虔なキリスト教徒で両親の遺産を継いで莫大な財産を持っていたのですが、 

これを貧しい人に分け与えるのが彼の「聖」たる所以。 

■レジデントスネークフロア 
 レジデントスネークフロアはオーダーメイドのフロアです。 
 1 枚 1 枚のフローリングの形状がオリジナル(オンリーワン)で、自然です。 
■モジュラースネークフロア 
 独自曲線デザインのそれぞれ異なる 5 枚のフローリングが 1 単位になります。 
 1 枚のフローリングには、4 面にサネ加工が施されていますので、 

広い面積に繰り返しと⾒えない床空間を表現します。 
■スネークフロアパーケット 
 規則正しいエレガントな曲線で形作られているフローリングです。 
■モザイックトラペーズ 
 その台形の形は施工性と表現の自由さを合わせ持つダイナミックなフローリングです。 
■モザイクスネークスキン 
 六角形のフローリングは想像⼒をかきたてます。 
 

そんなある日のこと・・・。 

貧しい靴屋さんが 3人の娘達を嫁に出そうとしていたのですが、嫁入りの資金が 

なかった。嫁に出せなければ、いつまでも面倒を見ないといけないので、 

どちらにしろお金がかかります。 

ならばいっそ・・・と、魔が差した父親は娘達を売り飛ばそうとしたのです。 

それを知ったニコラウスさん。窓からポンと金貨のはいった財布を窓からなげこんで、この家族を救ったとか。 

この他にも、多くの人を助けたそうです。このようなエピソード・・・どこまで本当かは不明、から、聖ニコラウスは、嵐

に遭遇した旅人を助け、幼い子供たちを守護し、貧者に贈り物をあたえるとして尊崇されます。さらに、やっぱり古代ロー

マやゲルマンで信じられていた贈り物の主の伝説と融合され、次第に聖ニコラウス＝プレゼントの贈り主のイメージが強調

されていきます。そして、スイス、フランス、ドイツ、オランダなどでは、聖ニコラウスの祝日の前日である 12 月 25 日の

夜に、子供達の靴下などにプレゼントを入れる習慣が出来てきます。なお、「靴下にプレゼント」というのは、オランダで

子供が眠ったことを表すのに、木靴を並べるという風習から来ているとか。 

アメリカで確立したサンタクロース 

17 世紀に、アメリカのニューアムステルダム・・・のち、イギリス領となりニューヨークとなった場所に移住してきた、

オランダ系プロテスタントによって、聖ニコラウスの伝説がこの地に持ち込まれます。 

さらに、それから年月が経ち 19 世紀になると、作家のアービングが「ニューヨーク史」(1809 年)で、馬にのってやってく

るドイツ風の聖ニコラウスをアメリカで紹介します。そして決定的に、今のサンタクロースのイメージを確立したのが、詩

人のクレメント・ムーアによる「クリスマスの前夜」（1823 年）。 

 １．そりをひくトナカイ 

 ２．サンタ・クロースのしぐさや笑い声 

 ３．妖精のサンタクロースが煙突に登る 

 と言った感じです。ただし、まだ少しイメージが違いますね。 

挿絵画家・風刺漫画家のトマス・ナストが 1860～80 年代に「ハーパーズ・マガジン」誌 

のクリスマス号に描いたもので、ほぼ完成します。 

 １．サンタクロースは赤い服を着て、眼鏡をかけて、太っている。 

 ２．仕事場は北極にある。 

 ３．よい子と悪い子を分類したリストを持っている。 

そしてこれが 1930 年～40 年にかけて、コカ・コーラ社の広告のイラストでも起用され、これによって広く普及していく 

ことになります。 

とまあ、サンタクロースというのは見てお解りの通り、非常に長い歴史を持つ一方で、意外と最近に作られたイメージと 

いうのがお解り頂けるかと思います。 

クリスマスツリーの起源は？ 

ドイツの聖史劇にでてくる楽園の木(エデンの園を象徴)が由来。アダムとイブが禁断の果実を食べて楽園追放・・・という

やつで、実際には何を食べたのかは不明ですが、リンゴと言うことにされています。ですから、この劇に使うのはリンゴの

木とリンゴの実。 

もっとも、飾る習慣が出来たのは 17 世紀初頭、フランスのストラスブールで、これがドイツに逆輸入。ただし、リンゴの

木は落葉樹であるため冬には使いづらい。そこで、木そのものは常緑樹であるモミの木に変えられ、それにリンゴを吊るす

ようになったそうです。次いで北ヨーロッパへと波及。 

さらに、1841 年にビクトリア女王の夫アルバート公によってこの習慣がはじめてイギリスに伝えられ、入植者を通じてア

メリカに広まり、さらに普及していくことになります。 


